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 報道機関各位  

令和７年５月２２日 

北 九 州 市 環 境 局 
 

アーバンネイチャー北九州 
～ネイチャーポジティブのグローバルモデルを目指して～ 

近年の生物多様性への国内外の関心の高まりを受け、現在、国際的な課題となっている

「ネイチャーポジティブ（※）」にいち早く取り組むため、北九州市の取組方針を定めた 

「北九州市生物多様性戦略」の改定を行いました。 

その中で、３つの海に囲まれ、市域の約４割を森林が占め、曽根干潟や響灘ビオトープ

といった希少な生きものの生息地があることなど、豊かで面白い自然が都市と近接する北

九州市のポテンシャルを、「アーバンネイチャー北九州」と定義し、世界に誇る強みとして

再構築しました。 

また、戦略には、市民からご提供いただいた写真を盛り込むとともに、デザイン性や読

みやすさにも配慮し、“市民とともに作り上げた戦略”、“読んで楽しい行政計画”をコンセ

プトに策定を行いました。 

今後は、本戦略に則り、「アーバンネイチャー北九州」を核としてネイチャーポジティブ

に積極的に取り組み、都市と自然との共生、いわゆる「ネイチャーポジティブのグローバ

ルモデル」を構築し、世界をリードするサステナブルシティの実現を目指してまいります。 
※2030 年までの国際目標として、生物多様性の損失を止め、反転させて回復軌道に乗せること。 

カーボンニュートラル、サーキュラーエコノミーと並んで環境活動の世界的な潮流となっている。 

  
記  

１ 北九州市のポテンシャル 

（１）特徴ある自然（都市にあふれる豊かで面白い自然） 

 北九州市は、響灘、関門海峡、周防灘と、特徴が異なる３つの海に囲まれ、市域の

約４割を森林が占め、曽根干潟や響灘ビオトープなど、全国的にも希少な生きもの

の生息地を有しています。 

 政令指定都市でありながら、都市にあふれる豊かで面白い自然が特徴です。 
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（２）自然と都市のバランス・活動の間口の広さ 

 北九州市は、他の政令市と比較しても、自然環境の多様性や都市とのバランスで 

優位性が高く、生物多様性に関連する豊富な公共施設を有しています。 

 生物多様性という近年注目を集めている分野において、市民や企業の皆様と取組を

進めるうえで、他都市にはない大きなポテンシャルを秘めています。 

 

２ 第３次戦略（北九州市生物多様性戦略（2025－2030））の概要 

（１）北九州市が目指す姿 

 豊かな自然を守り育み、未来につなぐため、新しい「生物多様性戦略」を策定しま

した。 

 その中で、都市に近接した豊かな自然を有する北九州市の強みを、世界で初めて、 

「アーバンネイチャー北九州」と命名しました。 

 「アーバンネイチャー」×「ネイチャーポジティブ」で「都市と自然との共生」 

都市部におけるネイチャーポジティブのグローバルモデルを目指します！ 
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（２）第３次戦略の２つのポイント 

  ポイント① “市民とともに作り上げた戦略” 

   「アーバンネイチャーフォトコンテスト」により、市民の皆様からご応募いただ

いた作品を戦略に盛り込み、市民の皆様との協働により、戦略を作り上げました。 

 

  ポイント② “読んで楽しい行政計画” 

    コラムや解説を多く盛り込むなど読みやすさを重視するとともに、市民の皆様

に興味を持っていただけるよう、デザインにもこだわり策定しました。 

 

 

（３）ネイチャーポジティブセンターの設置 

 戦略の推進に向けて、既存の生物多様性に関連する１０の公共施設を一体として、

ネイチャーポジティブセンターに指定します。 

 北九州市にある豊富な施設を活かし、ネイチャーポジティブセンターを「施設群」

として指定するのは、全国初の試みです。 

 

 【構成施設】 

① 響灘ビオトープ              ⑥ 山田緑地 

② タカミヤ環境ミュージアム         ⑦ 到津の森公園 

③ 自然史・歴史博物館（いのちのたび博物館） ⑧ 水環境館 

④ ソラランド平尾台（平尾台自然の郷）    ⑨ ほたる館 

⑤ グリーンパーク・響灘緑地         ⑩ 香月・黒川ほたる館 
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３ 「アーバンネイチャー北九州」ＰＲ強化月間の実施 

 取組推進の一環として、令和７年６月をＰＲ強化月間とします。 

 今夏にかけて、広報・各種イベントを積極的に展開します。 

（１）ポータルサイト開設 

 ネイチャーポジティブセンターのイベント情報やその他関連情報を一元的に確認

できるサイトを新設し、きめ細やかな情報発信を行います。 

 日本語版だけでなく、英語版のサイトも開設し、「アーバンネイチャー北九州」の

魅力を世界に向けて発信します！ 

 

 

（２）ネイチャーポジティブセンター発足記念イベントの実施 

 センター発足記念イベントとして、「アーバンネイチャー」を体験できる記念イベ

ントを一体的に開催します。 

 

【第１弾】「アーバンネイチャーフォトコンテスト写真展」の開催 

 北九州市アーバンネイチャーフォトコンテスト（令和６年１１月～令和７年１月に

かけて開催）の入賞作品展示会を、イオンモール八幡東店様で開催します。 

 併せて、デジタルサイネージ等を活用した戦略のＰＲも実施します。 
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【第２弾】「いきものクエスト」実施 

 スマートフォンアプリ「Ｂｉｏｍｅ（バイオーム）」を活用し、いきもの観察イベ

ントを令和７年６月から同年７月にかけて実施します。 

 「いきものクエスト」では、北九州市内で、対象のいきものを見つけてアプリに投

稿し、ミッション達成を目指します。 

 ミッションの達成状況によって、景品への応募が可能です。 

 

 

 

４ 「ネイチャーポジティブ宣言」の実施 

 北九州市が「ネイチャーポジティブのグローバルモデル」を目指すにあたり、 

本日５月２２日（木）に、意思表明として「ネイチャーポジティブ宣言」を行いま

す。 

 「ネイチャーポジティブ」宣言は、西日本の政令市では初となります。 
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５ 「アーバンネイチャー北九州」プロモーション用ロゴマークの作成 

 効果的にプロモーションを図るため、取組のアイコンとなる２種類のロゴマークを

新たに作成しました。 

 ロゴマークを活用し、幅広くプロモーションを行うことを通じて、都市ブランドの

向上にもつなげていきます。 

 

【アーバンネイチャー北九州】 

  自然損失の反転、回復軌道をイメージし、公害からの復活、これからの飛躍、 

 成長の想いを込めたロゴマーク 

 

   （日本語版）            （英語版） 

     

 

【ネイチャーポジティブセンター】 

  北九州市の７つの区における多様な自然を包括し、育て、発信していく様子を 

 表現したロゴマーク 

 

    （日本語版）             （英語版） 

     

 

 

 

 

 

 

 

 

【お問合せ先】 

 環境局ネイチャーポジティブ推進課 担当：平井（課長） 

 電話 ０９３－５８２－２２３９ 

 環境局総務課           担当：岡田（係長） 

 電話 ０９３－５８２－２１７３ 


